
MISATO TOPICS

　８月15日に美郷町公民館で平成27年度美郷町成人式が行われ、新成人197人
の門出を祝いました。
　式典では３地区それぞれを代表して、室谷倫孝さん、村田航さん、久米康平さ
んに松田町長から成人証書が授与され、成人を代表して森元翔太さんが「私たち
がこうして集い成人式を迎えられるのは、私たちを支えて
くれた家族、導いてくださった先生方、そして快く力添え
をしてくださった地域の方々のおかげです」と謝辞を述べ
ました。

美郷町成人式
飛翔～二十歳の力、新たな舞台へ～

　７月18日から20日にかけて東京都港区御田小学校の児童33名とその保護者
らが美郷町を訪れ、千畑小学校の児童と交流を深めました。
　両校の交流は旧千屋小学校時代から続いており、今年で39回目となりま
す。最終日にはきりたんぽづくりを体験し、自分で作ったきりたんぽを片手
に美郷町産の野菜を堪能しました。
　８月７日から８月９日までは千畑小学校の児童11人とその保護者らが東京都港区を訪問
し、東京都内の散策やホームステイ先の家族との交流を通じて、都市体験を行いました。
参加した児童からは「美郷と東京の違いが分かった」との意見がでるなど、都市での生活
に触れることで新たな発見があるようでした。

千畑小学校・御田小学校交流事業
お互いの文化を学ぶ

　７月18日から20日にかけて、東京都大田区民21名が美郷町を訪れ、自然に触
れたり農作業に参加したりといった都会では味わえない体験を通して地元住民と
交流を深めました。この「ふる郷体験ツアー」は交流を通して都会の住民のふる
郷（田舎）づくりを推進するとともに、町内産の農産物の販路の拡大など町の活
性化を目的として開催されており、今年で４回目となります。
　最終日にはフードコーディ
ネーターの山下由美さん（東高
方町）を講師に招いての料理教
室が行われ、町内産の食材を
使った料理の数々に参加者も自
然と笑みがこぼれていました。

ふる郷体験ツアー
美郷町の農業を体験しました

　７月26日に東京都内で秋田・美郷町ふるさと会の総会が開催され、約260
名の会員の皆さんが出席しました。
　石川明美会長は冒頭の挨拶で「総会開催にあたり、当番幹事をはじめとする
会員の皆さんのご尽力、お力添えに御礼申し上げるとともに、ふるさとを守っ
てくれている地元の皆さんに深く感謝したい。私たちの大切なふるさとについ
て大いに語り合おう」と力強く呼び掛けました。その後の交流会では、美郷町
を紹介するVTRの放映や、ふるさと大使であるブラボー中谷さんのマジック
ショーなどが行われました。会の最後には出席者全員で町民歌「光あふれて」
を合唱し、ふるさと美郷への思いをはせました。

第３回秋田・美郷町ふるさと会総会
ふるさと美郷への思いをはせて
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専
決
処
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承
認
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求
め
る
こ
と
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つ
い
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美
郷
町
認
定
こ
ど
も
園
を
能
代
市
が
保
育
を
実
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す

る
児
童
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使
用
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
承
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れ
ま
し
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美
郷
町
消
防
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の
秋
田
県
消
防
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法
訓
練
大
会
出
場
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う
経
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の
追
加
、
７
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25
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で
道
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落
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追
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修
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追
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よ
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追
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し
、
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円
と
し
ま
し
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。

　

平
成
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年
第
７

回
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議
会
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会

が
８
月
10
日
に
開

か
れ
ま
し
た
。
審

議
さ
れ
た
議
案
は

次
の
と
お
り
で
す
。

報
告・承
認・可
決
さ
れ
た
案
件

第
7
回
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議
会

臨
時
会

　

い
や
〜
暑
い
８
月
で
し
た
。
春
夏

秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
季
節
感
が
あ
り
、「
夏

は
暑
く
て
当
た
り
前
」
と
い
う
感
覚

は
染
み
付
い
て
い
る
も
の
の
、
今
年

は
当
た
り
前
を
超
え
て
、「
か
つ
て

無
い
」
と
い
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言
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し
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く
り
く

る
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月
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
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が
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み
な
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ん
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い
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が
だ
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た
で
し
ょ

う
か
。

　

一
方
、
こ
う
し
た
動
き
も
「
か
つ

て
無
い
」
動
き
だ
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
一
つ
は
、
六
郷
地
区
の
商
店

街
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以
前
開
催
さ
れ
て
い
た
行
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夜

市
」
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町
内
の
若
者
パ
ワ
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で
復

活
さ
せ
た
取
り
組
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。
関
係
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と
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意
志
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通
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各
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得
難
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や
、
内
部
で
の
激
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苦
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ま
し
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、
多
く
の

方
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か
ら
ご
理
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ご
協
力
を
得
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見
事
に
や
り
遂
げ
ま
し
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。「
素
晴

ら
し
い
」
の
一
言
で
す
。
地
域
の
活

性
化
を
目
的
と
し
た
こ
の
動
き
、
未

来
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
と
高
く
評

価
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
が
、
シ
ニ
ア
だ

っ
て
負
け
て
い
な
い
気
概
を
見
せ
て

く
れ
た「
シ
ニ
ア
手
づ
く
り
音
楽
祭
」。

愛
知
県
在
住
の
県
出
身
者
の
お
声
掛

け
に
呼
応
し
、
町
内
の
音
楽
愛
好
者

が
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
主
催
し

た
コ
ン
サ
ー
ト
。
手
づ
く
り
と
言
う

だ
け
に
、
随
分
と
ご
難
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な
さ
っ
た

と
思
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ま
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が
、
こ
れ
ま
た
「
い
い

ね
！
」
の
一
言
。
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齢
化
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会
が
進
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す
る
中
、「
ま
だ
ま
だ
が
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ば
れ

る
よ
」
と
い
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メ
ッ
セ
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。

素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
で
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。

　

こ
う
し
た
新
た
な
動
き
に
込
め
た

想
い
は
、
い
ろ
い
ろ
な
住
民
団
体
・

組
織
が
、
か
ね
て
よ
り
主
体
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
諸
々
の
活
動
と
一
緒
。

一
言
で
言
っ
て
「
美
郷
を
良
く
し
た

い
」
で
す
。
自
治
体
に
と
っ
て
こ
れ

以
上
に
大
切
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
多
く
の
団
体
・
組
織
が
共
通

目
的
の
た
め
に
が
ん
ば
り
、
み
な
さ

ん
で
こ
の
美
郷
を
良
い
町
に
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

　

他
方
、
行
政
組
織
も
が
ん
ば
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
多
様
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
結
び
美
郷
を
盛
り
上
げ

た
い
、
そ
ん
な
想
い
で
訪
問
し
た
タ

イ
王
国
。
タ
イ
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
と
の
基
本
合
意
書
の
調
印
を
経
て
、

今
後
も
タ
イ
の
選
手
が
来
町
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

で
の
交
流
を
通
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
タ
イ
の
方
々

と
の
国
際
交
流
に
も
つ
な
げ
、
町
づ

く
り
へ
の
刺
激
や
カ
ン
フ
ル
剤
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

収
穫
の
秋
。
稔
り
の
過
程
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
努
力
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

美
郷
町
長　

松
田
知
己

清水まつりにて
天水みこしを引く松田町長
清水まつりにて
天水みこしを引く松田町長

努
力
と
稔
り
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